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（ρパラメータに対する量子補正:	  Δρ）	

電弱精密測定との整合性	

Peskin-‐竹内のS,T,Uパラメータ	 M.E.Peskin	  and	  T.Takeuchi	  (1990)	
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まとめ	

ヒッグス粒子の結合定数の精密測定から	  
どのような新物理への展望が拓けるかを理論的に見極めたい	  

ü  ヒッグス粒子とゲージボソンとの結合定数は、高エネルギースケールに
おける標準模型の摂動論的ユニタリー性と電弱精密測定との整合性に
深く関わる。	  

	  
ü  ヒッグス粒子とゲージボソンとの結合定数を精密測定することによって、

標準模型がどのエネルギースケールまで摂動論的かつ現象論的に矛盾
がない理論なのかを見極める事が出来る。	  

	  
ü  例えば標準模型を超える新物理として、２種類の中性ヒッグス粒子が存

在するような状況を考えた場合、ヒッグス粒子の結合定数の精密測定は、
未発見中性ヒッグス粒子の存在可能性を探る重要なプローブとなる。	  
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